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論語講義 君子は和して同ぜず 13-326
く ん し わ どう

子路第十三

子曰、君子和而不同。

小人同而不和。

子曰わく、君子は和して同ぜず。
し い く ん し わ どう

小 人は同じて和せず。
しようじん どう わ

(13-326)

＜子曰わく、君子は和して同ぜず＞

Ｑ：「子曰わく、君子は和して同ぜず」とは何ですか。

Ａ：(１)「孔子が言った。学徳ともにそなわった君子と言われる人物は、人達とやわらぎ親しむが、

付和雷同(自分にしっかりした意見がなく、軽々しく他人の意見に同調)することはない」の

意。

(２)「君子は私心がないから道理に沿って和合しうるが、不合理なことに付和雷同しない」の

意。

(３)「和」とは、それぞれの特徴を合わせて、一つに溶け合うこと。

(４)「同」とは、外面だけ他と合わせて同じように見せること。

＜小人は同じて和せず＞

Ｑ：「小人は同じて和せず」とは何ですか。

Ａ：(１)「学徳のない、器小なる小人は、その逆である」の意。

(２)「小人は、私心私欲があるために、利を見ては雷同しやすく、条理に従って和合するとい

うことがない」の意。


